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斎宮で出土する飛鳥～平安時代の土器は、 90%以上か土師器で、おもな器種には、杯、

皿、椀、高杯、鉢、盤、 壺、鍋、 製、甑、カマドなどかある。ここでは、これらのうち、

最も出土量か多く、しかも 比較的保存状態の良好な杯 • 皿類の形態、調整法、色調、胎土

の変化に注目し 、これをメルクマールとして、良好な一括資料とみなし得る各辿構出土土

器の編年を試みたい。

なお、その実年代については、目下、斎宮では、木簡の出土は 1点もなく、また、墨書

土器や文献上の記事から例証でき得るようなものも数少ないため、共伴する猿投窯、美濃

窯などの須恵器、灰釉陶器、緑釉陶器や、瀬戸窯、常滑窯、渥美窯などの山茶椀の年代観

を参考とする一方、平城京や平安京など先進地域における研究成果との対比によるところ

か大きい。

土師器の時期区分については、従来奈良時代を前半、後半の 2時期に、平安時代を初頭、

前半、中葉、後半、末葉の 5時期に分類してきたか、今回新たに奈良時代中期を設け、平

安時代前半と後半をそれぞれ前 I期、前II期、後 I期、後II期の 2時期に細分した。また、

後半、末葉と いったあいまいな語句をやめ、すべて期という 呼称を用いるこ とにした。従

って奈良時代は、前期、中期、後期の 3期に、平安時代は初期、前 I期、前II期、中期、

後 I期、後II期、末期の7期に分かれる。以下各期の土師器の様相について述べることに

する。

(1) 飛鳥時代の土師器

奈良時代以前に遡る土器か宮域西部の古里、 中垣内、東裏地区などで検出される翌穴仕



居や土拡からわずかではあるが出土している 。 おもな器種には、土師器杯 • 皿 ・ 椀 • 喪 •

台付杯• 台付皿 ・蓋 • 高杯・把手付壺、須恵器杯薔 • 無台杯身などかある。しかし出土土

器の大半は、土師器猥類であり、 他のものは量的に少な〈、保存状態も悪いため、この時

期の明確な土師器杯 .l[IJ類の特徴を把握するまでには至っていない。む しろ供膳土器では、

杯よりも径12cm前後で暗褐色や茶褐色を呈する祖製の椀が主体的である。これは、 比較的

胎土の良い明茶褐色や赤褐色を呈する杯• 皿に比べ、胎土に砂粒を多く含み、しばしば粘

土ひも巻き上げ痕跡をとどめる通称“いなか風椀＂と呼んでいる一群である 。甕は、胴の

長い長甕と、体部かずんぐりとした球形の小形甕、口径の割に器高の低く、体部か扁平な

鍋に近い甕かある。器面の調整は、外面を細かいハケメ調整し、内面は体部上半を横方向

のハケメ、下半を縦にヘラケズリするものか一般的である。また 口縁端部に面をつくるも

のもみられる。

この時期の標式土器として、 SB1615 (第30次調査） ・SX2735(第45次調査）・SK 1255 

（第27次調査） ・SK2120 (第36次調査）出土のものかある。共伴する須恵器では、杯蓋に

返りのあるものか見られる点、無台杯身か2種類に分化していない点などから猿投窯編年

の岩崎41号窯式に相当するものと考えられ、 SB 1615出土土器はこの中でも一番古手に厩

するものと考えられる。

(2) 奈良時代の土師器

0前期の土師器 古里地区から宮域中央部まで確認されている大溝SDl70出土土器、第

33次調査で検出の井戸SE 1800埋土最上層出土土器、第49次調査で検出の土拡SK3000出

土土器を標式とする。共伴する須恵器は猿投窯編年の高蔵寺2号窯式に相当するものと思

われる。

土師器杯• 皿とも平らな底部にやや内弯気味に立ち上かる口縁部から成り、口縁端部は

丸く終わるものと 、内側に丸く肥厚するものかある。いずれも明茶褐色や赤褐色を呈する。

なお SE1800とSK3000 出土の土師器杯•皿の法量を比較してみると大形の皿は、口径19.5

cm-22. 5cm、深さ2.4cm-3.1cmの間におさまり、底部をヘラケズリ し口縁部を横なでする

b手法で調整されるなど両者ともはほ共通しているが、杯では、 SE1800出土のものかほ

とんど口縁部内面に放射状暗文、底部に螺線暗文を施し、 b手法で調整され、中には外面

をヘラミガキするものか見られるのに対し、 SK3000出土の杯は、暗文を施すものは少な

＜底部のヘラケズ リが口縁部下半まで及ぶものか多い。また法量においてもSE1800出土

の杯は口径12.4cm-16. 6cm、器高3.Ocm-5. 2cm、SK3000出土の杯は、口径15.2cm-18 .6 

cm、器高3.0cm -4. 2cmと、 SK3000の杯の方が全体的に 口径か大きく、その割に器高は低

い。この傾向は、粗製の椀についてもあてはまる。このほか SK3000出土の皿の中に口径

14 . 6cm -15 . 8cm、器高2cm前後の小形の皿が認められる点、 SE1800出土の須恵器杯蓋に

返りの名残りが認められるものがあるなど、奈良時代前期の中でも SE 1800出土土器の方

か古く 、SK3000出土土器の方か新しい要素をもっているものと思われる。 1他は前代に引



き続き、法量、器面の調整とも大きな差は認められない。

0中期の土師器 第21-1次調査で検出の土拡SK 1098、第35次調査で検出の土拡SK

1970出土土器を標式とする。いずれもトレンチ調査であ ったため、完掘できなかったか、

多量の土師器、須恵器が出土している。特に SK 1098からは、整理箱で25箱分の出土墨か

あり、須恵器杯 ・盤 ・ 椀 ・ 蔽 • 高杯 ・ 快、土師器林 •皿· 盤 ・ 椀 • 薔 • 高杯 ・猥等、 比較

的豊富な器種か揃っている。共伴する須恵器は、猿投窯編年の岩崎25号窯式に相当するも

のと思われる。また、須恵器杯蓋の中に紐部か頂部平坦で断面逆台形状を呈するものかあ

り、これは平城宮第III段階に見られる特徴的な蓋とされているものである。

土師器杯は、前代同様口径13.6cm-19.8cm、器高2. 3cm -4. 5cmの様々の法量のものが認

められるか、口径に対する器高の割合が前代の杯に比ぺ全体的にやや減じるようである。

器面の調整は底部から 口縁部下半にかけヘラケズリするもののはか、外面全面をヘラケズ

リする c手法調整のものも若干みられる。土師器fill.は、前代同様 b手法か主体的で、法量

における大きな差はない。中には、底部内面に螺線暗文を施すものや、外面をヘラミガキ

するものか認められるか量的に少ない。

0後期の土師器 第28次調査で検出の土拡SK1291出土土器を標式とする。共伴する須恵

器は鳴海32号窯式から折戸10号窯式の古い段階に相当するものと思われる。

土師器杯は、この時期から底部と口縁部の境か明瞭になり、口縁部が直線的に外へ開く

ものや、口縁部か外反し、端部はやや内弯気味となるものか現われる。また、法醤ではロ

径14cm前後のものと 18cm前後のものに大小の区別が明確化してくる。器面の調整は 口縁部

を横なでし、底部のみヘラケズリする b手法である。ちょうど平安時代に盛行する杯に型

式的につなかるその崩芽段階のものであると考えられる。

土師器皿は口径17cm-18cm、器高2.0cm -2 . 5cmのものか多く、前代までのように口径20

cmを超えるものは、ほとんど見られな〈なる。口縁部の形態は、前代までの皿のように内

弯気味に立ち上かるものと、新たに、林の口縁部形態に対応して、外反しさらに端部かや

や内弯するものが現われる。器面の調整は口縁部を横なでし、底部は指先でなでつける e

手法である。以上のように、杯の調整法や皿の形態に奈良時代的なものを残しなからも、

杯の形態や杯• 皿の法罰ではむしろ平安時代的てあり、ちょうど杯 • 皿か大きく変化する

その過渡的な段階のものであろうと思われる。

(3) 平安時代の土師器

0初期の土師器 第34次調杏の土拡SK1445出土土器を標式 とする。出土土器の大半は土

師器杯 • 皿類であり、少量の土師器高杯 ・ 甕 • 鍋 ・鉢 ．甑、須恵器杯 ・巖盤 ・蓋か伴う。

このはか小形円面硯や「大」 「万」 「萬」 「寮口」 「年平」 「秋」など10点の墨書土器も

ある。

共伴する須恵器は狼投窯編年の折戸10号窯式 （井ヶ谷78号窯式も含める）の範Ill焉でとら

えられる。



土師器杯は、前代のSK 1291にその萌芽が見られたように口縁部か外反する平安時代的

なタイプの杯 (Aタイプ）と、底径か小さく長めの口縁部が外方へはほまっすぐに開く椀

に近いタイプのもの (Bタイプ）と、口縁部か内弯気味に立ち上かる奈良時代的なタイプ

(Cタイプ）の 3者かある。杯の大部分は前の 2者で、両者はほぼ同数である。 Aタイプ、

Bタイプの杯とも口径が12.4cm-12.8cm、13.0cm-13.4cm、15cm以上の3つに分類でき法

量の規格化か進んだものと思われる。Bタイプの杯には、口径llcm以下のものもある。C

タイプの杯は口径16.Ocm-18. 6cmと大形で、内面に間隔の粗い放射状暗文や螺線暗文を施

すものか多い。暗文はBタイプ杯にもこ〈稀ではあるか、口縁部に放射状暗文や格子目暗

文が認められるものがある。器面の調整は、 Aタイプ、 Bタイプはすべて底部外面を指先

でなでつけ、口縁部を横なでする e手法で、 Cタイプは e手法のはか、 b手法や c手法も

若干見られる。台付杯はこのCタイプの杯にのみ高台か付けられる。

土師器皿も杯と同様に Aタイプの杯と同形態の口縁部を有する皿 (Aタイプ）、底部と

ロ縁部との境か明瞭でな く断面弓状となり、口縁端部の上方に平坦な面をつ〈るもの (B

タイプ）、平坦な底部に内弯気味に立ちあかる口縁部からなる奈良時代的な皿(Cタイプ）

の3者がある。 Aタイプの皿は口径16cm-17cm、器高 2. 0cm -2 . 4cm、Bタイプの皿は口径

15. 6cm-17 .6cm、器高2. 2cm -2 . 4cmと両者の法量は似かよ ってお り、器面の調整も、 b手

法で調整される口径24cmのAタイ プの大形皿1点を除き、 他はすべて e手法である。 Cタ

イプの皿は、口径16.2cm -17. 6cm、器高2. 4cm -2 . 8cmのものと 口径21cm前後のものかあり、

前者は e手法で調整され、後者は b手法で調整される。間闊の粗い放射状暗文や螺線暗文

の認められるものも多い。奈良時代の名残りをとどめているものと思われる。

土師器猥 • 鍋 ． 鉢の外面の器面調整はこの時期には、確実に体部上半を縦方向にハケメ

を施し、体部下半から底部をヘラケズリするものが認められ、以後この調整の仕方か主流

を占めるようになる。

このほか高杯脚部が最も長大化するのもこの時期のようである。

0前 I期の土師器 第20次調査で検出の土砿SK1045出土土器、第44次調査で検出の土拡

S K 1424 出土土器を標式とする。いずれも多量の土師器杯 • 皿のはか、様々な器種の須恵

器、灰釉陶器、緑釉陶器、黒色土器などの供膳土器か伴っており、その出土状況は、祭祀

に関係した土器の一括廃棄と見なし得るものである。共伴する灰釉陶器は、猿投窯編年の

黒笹14号窯式に相当する。

土師器杯.illlはこの時期から形態、調整法において奈良時代的な要素をもつCタイプの

ものが消え、それぞれ前代のSKl445で見られたAタイ プ、 Bタイプのも ので構成される

ようになる。また器面の調整も b手法や c手法は見られなくなり、すべて e手法に統一さ

れる。杯の法量は前代のものとほぼ変わらず、Aタイプ、 Bタイプの杯とも口径の大きさに

より少なくとも 4つに分類可能である。また比較的大形品であったCタイプの杯はBタイ

プの杯に同化されたものと考えられるのでBタイプの杯の中に量的に多〈はないが口径17

cm前後の大形品も見られる。一方皿の法量はAタイ プの皿か口径16cm-17cmと前代のもの



と変化はないか、 Bタイプの皿は口径14cm前後のものか主流で、前代に比べやや縮少傾向

にある。また皿の中に口径20cmを超える大形品は、 この時期から見られなくなる。

0前II期の土師器 第51次調査で検出の土拡SK3127出土土器、第44次調査で検出の土拡

S K2650出土土器を標式とする。共伴する灰釉陶器は猿投窯編年の黒笹90号窯式に相当す

る。なお SK3127出土の灰釉陶器は黒笹90号窯式と黒笹14号窯式の新しい段階のものが混

在しており 、 土師器杯 • 皿も前 I期に近いものである。従って本時期はさらに少なくとも

2時期には、細分可能である。SK2650出土土器は、祭祀に伴う一括廃棄の土器と考えら

れ、下表のごと〈多量の土師器杯・ 皿のほかあらゆる種類の土器が網羅されてお り、この

時期の基本査料となっている。

土師器杯 • 皿は前代同様Aタイ プと Bタイ プがあるか、器壁は 4mm前後と 全体的にやや

涸〈仕上げられ色調は淡褐色や橙褐色を呈するものか多い。またAタイプの杯は、口縁部

か大きく外反するのみとなり、口縁端部の内弯は見られない。調整の省略化が進んだもの

と思われる。Bタイプの杯も前代のものに比べ外傾度か大きい。

器面の調整は、 Aタイプ、 Bタイプの杯 .Jlllともすべて e手法であ る。口縁部外面の横

なでの範囲は、 SK3127出土のものでは器高の告はどまで及んでいるのに対し、 SK2650 

出土のものは、器高の約告までしか及んでおらず、 SK3127出土の杯の方が明らかに古い

要素をもっている。杯の口径はAタイプのもので14cm前後、 16cm前後の2つに、 Bタイ プ

のものでは13.5cm前後、 15cm前後、 17cmを超えるも のの 3つに大別され、 口径12cm-13cm

の小形品はなくなり、これまで細分傾向にあ った法量かこの時期を境として次第にまとま

る傾向にある。この点について詳し〈は論じ得ないか、黒笹90号窯式の灰釉陶器か普及す

るにおよんで、土師器・ 須恵器を主体とした食膳形態から新しい食膳形態に変化したこと

と対応するのではないかと考えられる。

土師器皿も同様にAタイプのもので口径15.5cm前後、 Bタイ プのもので口径14cm-15cm

にまとまりつつあり 、前 I期のものに比べて全体に法量が縮小傾向にあ る。暗文は、ごく

わずかではあるかBタイプの杯やこれに高台をつけた台付杯と大部分の黒色土器椀に認め

られる。

土師器梨は球形の体部と小さく外反する短い口縁部から成り、口縁端部は上方につまみ

S K 2650出土土器の構成
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あげられ、やや肥厚する。器高22.4cmを測るやや胴の長い糊は、奈良時代から続く 長梨の

最末形式と考えられる。

0中期の土師器 折戸53号窯式に相当する灰釉陶器か共伴する土師器をこの時期のものと

考えているか、斎宮では、この時期に相当する遺構 ・遺物が極端に少なく、標式となり得

る良好な一括資料は今のところ見つかっていない。敢えてあげるならば第51次調査の井戸

S E 3134出土土器がこの時期に相当する。土師器杯は口径13.0cm-14.4cm、器高 2.2cm-

3.6cmで、前代のものに比べさらに縮小化は進み、大形のBタイプの杯を除くと A、B両

タイプの区別が不明瞭となる。また口縁部の外反も弱く横なでの範囲もせまくなり、白 っ

ぽい色調を呈する杯• 皿も見られる。

なお斎宮外ではあるがSK2650出土土器に直接続くと考え られる良好な一括資料か多気

郡多気町カウジデン遺跡の溝SDl4から出土している。ここでは口径13.0cm-14.8cmの明

褐色を呈する土師器杯、口径19.8cm、器高 4.5cmの大形で深いBタイプの杯、口径14cm-

15cmのAタイプの皿かある。また 1点ではあるか、杯に放射状暗文と螺線暗文を施すもの

がみられ、暗文の下限を一応この時期ぐらいに考えている 。 灰釉陶器杯 • 皿は、体部下半

から底部をヘラケズリしたのち高台を貼りつけ、灰釉をツケガケするものであるか、 皿に

はハケヌ リするものも若干認められている。従って灰釉陶器は折戸53号窯式の中でも古い

段階に属するものと思われる。SE 3134出土の美濃窯産と思われる灰釉陶器椀• 皿も体部

下半から底部をヘラケズリし高台 を貼 りつけ、灰釉をツケガケするものであるとこ ろから 、

S E 3134出土土器は、 SDl4出土土器とはは同時期に位置付けられよう 。

0後 I期の土師器 第31-4次調査で検出の井戸 SE2000出土土器を標式とする。共伴す

る灰釉陶器の中に大形の深椀かあり、 猿投窯編年の東山72号窯式に相当するものと思われ

る。

土師器杯は、法量の縮小化か増々進み、口径13cm-14cmとこれより 一国り 小さい口径10

cm- 1 2cm のものかあり、杯• 皿の区別が不明瞭となる。口径10cm-12cmの杯はむしろ小皿

と呼ぶべきものであろう 。また SE3134まで系統のたどれた皿は、この時点で完全に姿を

消している。胎土は、まだ比較的良好で、黄褐色や白味かかった褐色を呈するも のが多い。

一方、この時期から新しくロクロ製土師器か登場する。おもな器種に底部に糸切り痕をと

どめる椀（ 口径14cm前後）、小皿 （口径9. 4cm -11 . 4cm)、そしてこの小皿に高台をつけた台

付小皿かあり、非ロクロ製のものに比べ胎土は緻密で、作りはていねいである。このほか

非ロクロ製の台付椀（ 口径14cm-16cm)や浅い皿部に高い高台のつく台付皿、台付小皿も

前代にははとんど見られなかったものである。なお台付椀は、カウジテン遺跡のSDl4出

土土器の中に大形で深い椀部に低い高台のつくものかあり、台付椀の上限はここまで遡る

ものと考えている。

土師器猥は、球形の体部にくの字形に曲かる口縁部かつき、口縁端部は内側へ折り曲げ

られてやや肥厚する。体部外面の調整は、上半部を縦方向に全面ハケメを施すもの、間隔

を置いてハケメを施すもの、ハケメを施さないものかあり、調整が簡略化されつつある。



体部下半はヘラケズリされるのか通例である。なお、体部上半部を間隔を置いてハケメを

施す例は、既に前代のSDl4出土土器の中に見られる。

0後II期の土師器 第32次調査の土拡SK 1730出土土器、第20次調査の土拡SK 1074出土

土器を標式とする。共伴する灰釉陶器は、猿投窯編年の百代寺窯式に相当するものと考えて

いる。

土師器杯 • 皿には ロクロ製と非ロクロ製があり、ロクロ製の占める割合か前代に比べ増

加している 。 ロ ク ロ 製の土師器には、 小皿• 台付小Jill. 台付大皿のほか擬高台風に底部か

糸切りされた大小の皿、最末型式の灰釉椀を模倣したと 考えられる椀かあり、非ロクロ製

の土師器には、杯 •小皿• 台付皿 • 台付小皿 • 大形で深い杯がある 。 胎土は、ロクロ製の

ものに比べ、砂粒か多く、器壁も 4mm-6 mmと前代のものに比べやや厚手である。色調は

両者とも白味を帯びた淡茶褐色を呈するものか多い。

この時期におよんで、口縁部か外反する Aタイ プの杯は完全に姿を消し、従来の杯の系

統をひ〈と考えられるものでも、器高か減じて浅いものは皿と見なされ、杯 • 皿の区別か

いよいよ困難な状況である。なお杯（皿）の中には、底部の厚さに比べて口縁部が若干肥

厚し、 口縁端部のみ横なでされる新しいタイプの杯（皿）も見られ、このタイ プか次のS

D3052出土の皿につなが ってい〈ものであ る。 土師器製は、全体をうかかえるものは

出土していないか体部外面のハケメはこの時期には施されないものと思われる 。

O末期の土師器 第50次調査で検出の溝SD 3052出土土器を標式とする。共伴する 山茶椀

は瀬戸窯山茶椀編年のII段階第4型式に相当するものと思われる 。

ロ ク ロ製土師器には、皿 • 小皿 • 台付小皿かあり、非ロクロ製の皿・ 小皿と法巌がはぽ

一致する。皿は口径15cm前後、器高2cm-4 cm、小皿は口径9cm前後、器高 1,5cm前後で

ある。台付小皿は口径9cm、器高4cmで，皿の部分は小皿に比べて浅〈 、高台部分は、ロ

径の割に高い。ロクロ製の土師器は、淡い茶褐色を呈するものが多く 、胎土には細砂を含

む。一方、非ロクロ製の土師器杯・皿は全て口縁部のみを横なでするもので、横なでの下

端部分か突出するように肥厚するのかこの時期の皿の特徴である。白っぽい褐色ないしは

茶褐色を呈し 、胎土に細砂を含む。またしばしば枯土紐巻上げ痕跡の見られるものもある。

(4) まとめ

以上のように斎宮で出土する飛鳥時代から平安時代にかけての土師器の様相、特に杯・

皿の変遷について11期に区分し概観してきた。そこで各期の年代観について各地で想定さ

れている土器編年の年代観と対比しなから、私案を示しまとめとしたい。

まず奈良時代以前のSB1615・SX2735・SK1255・SK2120出土土器は 7世紀後半に

奈良時代では前期とした SD 170・ S E 1800・S K3000を8世紀前半、 中期のSK1098・ S 

Kl970を8世紀中頃に 、後期のSK1291は8世紀後半頃を考えている。そして平安時代で

は、初期とした SK1445を8世紀末-9世紀初頭に、前 I期としたSK1045・SK1424は、

黒笹14号窯式の灰釉陶器を共伴し猿投窯編年ではこれを 9世紀後半に位置付けているか、



土師器杯 .Jlllは、 SK1445のものと形式的に連続するものと考えられ、また SK 1445とS

K 1045・S K 1424の間を埋める土器も見つかっていないところから、時期は若干遡り 9世

紀前半-9世紀中頃を考えている。前II期とした SK3127・S K2650は、いずれも黒笹90

号窯式の灰釉陶器を共伴するか、先述のように灰釉陶器や土師器杯 • 皿の形態から SK

3127→ S K2650の順か考えられ、 2時期に細分が可能である。時期的には、 9世紀後半～

10世紀初頭頃を考えている。これに続く中期の SE 3134は、 10世紀前半-10世紀中頃に、

東山72号窯式の灰釉陶器を共伴する平安時代後 I期とした SE 2000は、猿投窯編年から11

世紀前半に位置付けられる。このように考えてくると折戸53号窯式の新しい段階に相当す

る10世紀後半か斎宮では空白となる。斎王制度そのものは断絶はないのに、この時期を埋

める逍物かはとんどないというのは、いかに考えればよいのであろう。 SE 2000とはほ同

時期と考えられる第 8-4次調査 (Iトレンチ）で検出の土拡SKl90出土土器はすべて

火災にあった一括土器であるところから、仮りにこれか天元4年(981)に斎宮寮雑舎13宇

焼けるという日本紀略の記事に対応するならば、SE2000は11世紀を遡る可能性も十分あ

り得る と考えられる。次の平安時代後II期とした SE1730・SK1074は百代寺窯式に相当する

灰釉陶器を共伴しており 、11世紀後半に、平安時代末期とした SD3052は12世紀中頃を考

えている。
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図版



PL 1 

第55次調査全景（南西から）

第56次調査全景（東から）



PL2 

第57次調査全景（上空から）

第57次調査全景（東から）


